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第７期仙台市介護保険事業計画策定のための実態調査（要介護者等調査） 

の実施について 

 

 

１ 目的 

本調査は第７期介護保険事業計画の策定にあたり，保険給付の将来推計の基礎となる

介護サービスの利用状況・利用意向を把握するとともに，負担とサービスのあり方や保

険外サービスの利用状況など，介護保険事業を含む本市高齢者施策に関する要介護者等

の現状把握を目的として実施する。 

 

２ 実施期間 

本年 11 月中旬に調査票を発送し，３週間程度で回収，その後集計・分析を行い，本

年度中に調査結果を取りまとめる予定。 

 

３ 調査対象者 

本年 10 月末時点で仙台市介護保険被保険者資格を有しており，かつ，要介護認定等

を受けている方（約 42,000 人）から日常生活圏域（居住している中学校区）を考慮し

て無作為抽出した 5,000 人を対象。 

 

４ 調査方法 

(1) 調査票の設計，調査対象者の抽出，調査票の発送・回収等については本市が直接実

施予定。調査結果の入力・集計・分析作業は，社会福祉関係調査の実績を有する業

者に委託して実施。 

(2) 調査対象者宅に調査票を郵送し，記入後の調査票を同封の返信用封筒にて返送して

もらう郵送方式。なお，特別養護老人ホーム入所者については，施設職員から調査

対象者等に配付してもらう予定。 

 

５ 調査項目 

前回調査（平成 25 年度実施）で使用した調査票をベースに，調査項目の加除・修正

を行った。また，今回新たに，必要な調査項目を抜粋した施設入所者向けの調査票を別

途作成。 

（１）各調査票の設問数 

①全体向け    全５７問 

設問の構成  

・調査対象者の属性           10 問  問 1～問 10 

・介護保険サービス，保険料等      10 問 問 11～問 20 

・在宅サービスの利用状況等       16 問 問 21～問 36 

・施設の入所状況等            3 問 問 37～問 39 

・介護サービスの不満，利用者負担等    5 問 問 40～問 44 

・介護者の有無，主介護者に対する設問   13 問 問 45～問 57 

資料４ 



- 2 - 

②施設入所者向け 全２８問 

全体向けの調査票から下記の設問を削除。 

・在宅サービスの利用状況等          16 問 

・介護者の有無，主介護者に対する設問   13 問 

 

（２）新たに追加した設問 

①在宅サービスの利用状況についての設問を新設 (全体)問 22 

平成 28 年 10 月の１カ月間の在宅サービスの利用状況 

②平成 27 年度制度改正の影響についての設問を新設 (全体)問 43 (施設)問 27 

利用者負担の二割移行によるサービス量の変化等 

③主介護者に対する設問の充実  (全体)問 49，問 54～問 57 

ア 行っている介護 

イ 不安に感じる介護 

ウ 相談先に関すること 

エ 介護者の勤務形態 

オ 仕事と介護の両立に向けた支援のあり方等 

カ 介護離職に関すること 

 

６ 今後のスケジュール 

11 月～12 月 調査対象者抽出，調査票発送，回収 

12～１月 調査結果集計・分析作業 

１～２月 調査結果取りまとめ 

３月 調査報告書完成 

 

 


